
人とまち　人とひとをつなぐ

⽩川町地域おこし協⼒隊募集中！

白川町への移住をコーディネート・空き家利活用に取り組む

白川町地域おこし協力隊を募集します

勤務先　岐阜県加茂郡白川町

　　　　白川町移住交流サポートセンター



⽩川町って？



佐見地区

黒川地区

白川地区

白川北地区

蘇原地区

5つの村が合併して68年 
人口 約7200人 

高齢化率 47％ 

　　　　　　　（白川郷じゃないよ！） 

R6年2月



消滅可能都市岐⾩県No.1
 0~14才　    7.9%(県内42位)

15~64才　45.3%(県内42位)

65才以上   46.8%(県内1位)
 R4年6月岐阜県統計課資料より　人口構成比



森林　88％

可住地　1％

農用地　3％

道路　2％

その他　6％



面積：２３８㎢
(可茂圏域の約1/3は白川町)

・特産品はお茶と東濃ひのき 

・一番遠い地区は最寄りのコンビニが車で30分 

好みの多様化 
お茶➡コーヒー 
ひのき➡外材パネルハウス 
売上高ではお茶よりトマトの売り上げ
が伸びている 

※イノベーションの必要性・・・ 
お茶×ビール　トマトにカレー入れちゃう  



農LAND　BEER 



⽩川町にあるもの



⽩川町の有機農業

（販売農家）

全国の有機農家率＝0.5%

白川町有機農家率＝10％
黒川地区有機農家率＝20%　



⽩川移住交流サポートセンター



2015年　
白川町移住交流サポートセンター　設置

2018年　
一般社団法人として、白川町から独立
現在の105年経つ古民家に事務所を作る。

　　　宿泊施設の運営やワーケーションの推進

　　　　空き家調査の実施　など

2022年　
白川町グリーンツーリズム協議会の設立
・ともに語る仲間づくり　・関係人口の創出　・移住促進



⼈と⼈を繋ぐしごととは？
①移住者と地域を 

つなぐ  

②ゲストハウスで 
つなぐ  

③地域の魅力を 
つなぐ  

移住・定住の 
促進とサポート 

 
空き家の利活用促進 

「晴耕雨読とみだ」 
 

「まちやど　在所」 

グリーンツーリズム 
 

ワーケーション 
 

民泊設置促進 
 

交流拠点づくり 



ワークドット・ワーホリの写
真

①

移住者と地域を

つなぐ



113世帯　
214人 

サポセン移住実績
H27~



サポセンの強み

●懇切丁寧な案内
　土日の対応など、イジュー希望者に合わせる。

●マッチング
　イジュー希望者と家とのマッチングだけではない

●よろず相談窓口
　行政相手ではないので、イジュー希望者が
　身の内を話してくれる。

●異動が無い
　イジュー者がイジュー後も顔なじみがサポ
　センにいる安心感。

イジューに踏み出す
「勇気」の後押し



②

ゲストハウスで

つなぐ

晴耕雨読とみだ







③

地域の魅力を

つなぐ



求めるスキルと人物像

必須：　普通運転免許、基本的なパソコン操作
色んな事にチャレンジしたい方、大歓迎！
 
・SNSでの発信・PRなどに抵抗がない、もしくは得意な方
・町づくりやボランティアの経験があるとさらに良い
 
・内外の関係者と円滑なコミュニケーションをとりながら、関係を築ける方。
・土日勤務が可能な方（移住相談・物件案内が主）
・地方の暮らし、移住促進の取り組みに興味関心がある方
・地域おこし協力隊の期間中は積極的に白川町のことを知ろうと活動して下さる方。

退任後にサポートセンターに継続して勤務する地域おこし協力隊OBもいます。


